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人為的排出量をゼロに
ネットゼロ：2050年頃に正味人為的排出量をゼロに
正味人為的排出量＝人為的排出量ー人為的吸収量＝０

国別インベントリ：国全体が算定範囲

→算定対象の国での活動による人為的排出と

人為的吸収量と非人為的吸収量が算定範囲

GHGプロトコル企業基準：企業組織活動が算定範囲

→算定対象の事業活動の結果として

帰属可能な人為的排出(必須)と

帰属可能な人為的吸収量（オプション）
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企業基準、スコープ3基準、製品基準の関係

3



算定範囲と算定期間
IPCCガイダンス 国別インベントリ
１年間の国全体の排出量

GHGプロトコル企業基準（Corporate Standard）
スコープ１：１年間の企業による直接的排出量
スコープ２：１年間の企業によるエネルギー用の間接排出量
スコープ３：１年間の企業によるそれ以外の間接的排出量
スコープ外：１年間の企業による生物由来CO2排出量

プロダクト基準(Product Standard) 

製品としての排出量
算定期間は製品毎に異なり、特定されない
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物理GHGインベントリ
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土地セクターと除去基準
Land Sector and Removals Standard 

林業分野を除く基準とガイダンスが発表

土地排出（Land emissions）が追加

・土地利用変化(Land use change)

・土地管理正味生物由来CO2排出

（Land management net biogenic CO2 emissions）

・土地管理生産排出

（Land management production emissions）

・生物由来生産物排出

（Biogenic product emissions）
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除去：吸収＋貯留
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スコープ３の除去(吸収)Removals

Removals that are a consequence of the activities 

of the reporting company and occur in the reporting 

company’s value chain, but where the reporting 

company does not own or control both the sink (that 

transfers CO2 from the atmosphere) and the pool (that 

stores the CO2 or carbon)

報告企業の活動結果であり、報告企業の
ヴァリュー・チェーンで発生しているが、報
告企業が（CO2を大気から移転する）シンク
や（CO２や炭素を蓄える）プールの双方を
所有／コントロールしていない
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除去算定のためのモニタリング
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スコープ３での場所の境界
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現行基準での規定
土地利用変化による森林バイオマスの炭素
ストック減少は、天然林から植林地に転換
では「土地排出」算定で、20年間に配分へ

生物由来生産物(農産物由来)排出

→土地排出と土地炭素リーケージ確認ないと排出算定へ

廃棄物由来でも販売されれば排出算定へ

土地利用変化がない伐採事業を行う管理
地(Managed Land)の扱いで、論議が紛糾

→ Managed Land Proxy＋(MLP＋)と

Activity Based Accounting(ABA)
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関連資料

Managed Land Proxy＋(MLP＋)
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-06/FCA-

Quantification-Approach-Managed-Land-Proxy-Plus.pdf

Activity Based Accounting(ABA)

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-06/FCA-

Quantification-Approach-Activity-Based-Accounting.pdf
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